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発行／愛媛県立川之江高等学校家庭クラブ

① ペットボトルキャップ回収報告（最終版）

ルールを守って回収されたキャップ数（ｸﾗｽ単位）

１位 １０１ ２位 ２０１ ３位 ３０４

２，８７７個 ２，６１７個 １，６６２個

101は歴代１位のキャップ数となりました。ク

ラス単位以外として、野球部、教職員（職員室

前、生物教室、保健室、定時制など）からも集

まりました。

１月末現在の総数は２３，４４０個で、ポリオワ

クチンだと46人分（１人分500個として）になりま

す。総数のうち、78％はきれいに洗うなどのルール

が守られました。御協力ありがとうございました。

回収活動を通して、自分の行動次第で身近なものが

資源として有効活用できることや誰かの命を救うこ

とにつながると感じてもらえるとうれしいです。来

年度も活動を継続する予定です。今後もルールを守

った回収活動に御協力よろしくお願いします。

② 河原スイーツコンテスト応募～１作品が一次審査通過！～

家庭クラブ通信11月号で案内した「河原スイーツコンテスト2026」に個人３

名が応募しました。「バレンタインに贈るスイーツを作ろう！」をテーマにオリ

ジナルのお菓子を作りました。303坂上雛菜さんの作品が一次審査を通過し、２

月14日に河原外語観光・製菓専門学校で行われる二次審査に進むことが決まり

ました。坂上さんは２年連続、本校からは５年連続の一次審査通過となりまし

た。

③ 今年度の家庭科技術検定のまとめ

合格者数は以下の通りで、合格率は69％でした。

☆食物検定…３級13名、２級１名、準１級…２名

☆被服検定…３級７名

☆保育検定…３級１名、２級１名（昨年度の種目合格を含む４種目全てに合格）

（音楽･リズム表現）…３級１名、２級２名

（造形表現） …３級２名

（言語表現） …２級１名

（家庭看護） …３級１名、２級１名
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キャップの分別・集計

④ 今年度の家庭科に関するコンテスト応募状況のまとめ（延べ人数、☆は

１月末時点で入賞したもの）

・「全国高校生デザイン画コンクール」などファッションデザイン画に関する

６つのコンテスト…11名

・お弁当甲子園…20名

☆野菜たっぷりレシピコンテスト…19名応募うち１名特別賞受賞！

☆高校生お弁当の日甲子園2025…２名応募うち１名入選！

☆河原スイーツコンテスト2026…３名応募うち１名一次審査通過！

・全国高校生冷凍めん料理コンクール…１グループ２名

⑤ 卒業生に向けて～水引のコサージュ～

四国中央市の伝統工芸品である水引で作られたコサージュ

は川高のスクールカラーである「紫」を基調としたものです。

家庭クラブはピン付けなどを行い、全日制及び定時制卒業生

の門出に花を添えさせていただきます。

⑥ 前年度会長 薦田 莉子さんへインタビュー

卒業を３月に控えた前年度家庭クラブ会長の薦田莉子さんに家庭クラブ活動

を振り返ってもらいました。

私は１年次で副会長、２年次で会長を務め、家庭クラブ活動を行ってき

ました。丹原高校で行われた家庭クラブ東予支部研究協議会では、家庭ク

ラブ活動の工夫について参加した各校の家庭クラブ役員と活発な話し合い

を行いました。このような経験から、今後の川高をより良くするために家

庭クラブができることについて考えることができました。また、四国中央

市内三高校家庭クラブ交歓会に参加し、ゲー

ムを通して防災について学び、臨機応変に対

応する力を身に付けました。この経験は今後

の生活にも活かせる貴重な機会となりました。

文化祭での作品展示やクッキー販売では、多

くの方に足を運んでくださり、嬉しかったで

す。家庭クラブ活動に御協力いただき、あり

がとうございました。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 編 集 後 記 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

ある３年生は、１年生の時から数え切れない程のコンテストに応募してくれま

した。入賞を果たせませんでしたが、いつも意欲的でした。やらされているとい

うものではなく、好きだからできたのでしょう。近年、高校生対象のコンテスト

は様々な分野で増え、高校生の力は期待されています。ぜひ、皆さんも興味ある

ことや好きという気持ちを大切に、何かに挑戦してみましょう。

今年度はこれで最終号です。この通信を読んでくれた皆さん、ＨＰに掲載した

通信や活動報告に「いいね」を押してくれた皆さん、ありがとうございました！

１、２年生の皆さん、来年度もよろしくお願いします！

市内三高校交歓会（土居高にて）


